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参考資料１ 

全競技課題共通 簡単なウイッグのボディーの作成方法 

 

日本の競技大会において、ボディーの装着というのはあまり馴染みのないものですが、技能五輪国際

大会やＯＭＣ主催の各種国際大会の舞台では必須です。 

ボディーの装着はあなたの作品を競技委員や一般の見学者によりアピールするためのものです。華や

かな大会になることを期待しています。 

 

 

作成手順（下記の方法とは別に、国家試験用のショルダーを使用しても構いません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①針金ハンガー（針金にビニ

ールを被せてあるもの）を

用意します。 

②引っ掛ける部分を反対向

きに曲げます。 

③Ａのように、ウイッグの下

のキャップに合うように

平らにし、Ｂの引っ掛ける

部分を少し矯正しウイッ

グの下の穴に入りやすく

します。 

 

 

２ 

 

 

 

④Ｃにクランプとハンガーをいっしょに差

し込むことにより、しっかりと固定されま

す。Ｄの肩の部分にパットを着けたり、針

金等で厚みを出したりすると、衣裳を着せ

た際、より自然に見えます。 

また、ウイッグの場合、首が人間より細い

ので、安全ピンなどでシャツをとめると良

いでしょう。 

ダンボールを使用しても構いませんし、独自

に工夫して作ってみてください。 

衣裳もジャッケットを着せたりタイを変え

たりし作品イメージと合わせて、トータルで

表現してください。 

 

 

（参考例） 

 

 

  

 

 

 

 

 


